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＜材　料＞ （１人分）
●白菜（大２枚）…200㌘
●玉ねぎ…25㌘
●しいたけ…20㌘
●豚挽き肉…40㌘
●人参…25㌘
●バター…２㌘
●塩…0.3㌘
●こしょう…0.1㌘
●固形コンソメ…１㌘
●カレー粉…1.5㌘
●塩…0.3㌘
●水…50cc
●牛乳…40cc

＜作り方＞
① 白菜をゆで、ざるに広げて冷ます（ゆで時間はしん
　 なりとするまで約３分間）。
② 玉ねぎ、しいたけをみじん切りし、人参は短冊切り
　 にする。
③ 熱したフライパンにバターを溶かし、玉ねぎ、しい
　 たけがしんなりするまで炒める（粗熱を取る）。
④ ひき肉、③、調味料Ａをボウルに入れて混ぜ合わせ、
　 １人２個ずつになるように等分する。
⑤ ①の水気を取って１枚ずつ縦長に広げ、軸の白い部
　 分に１㌢㍍程度の切れ込みを縦に入れる。広げた葉
　 の上に④をのせ、左右の葉を折り込みながら肉が出
　 ないように巻き包む。
⑥ 鍋に⑤を並べ、人参、調味料Ｂを加えて中火にかけ
　 る。煮立ったらふたをし、弱火で２０～２５分間煮
　 込む。
⑦ 最後に牛乳を加えて味を調え完成。

（園田　多映子さん）

【食べて健康・豆知識】
よく聞き慣れているのは「ロールキャベツ」ですね。ロール巻き用
のキャベツを白菜に替えて作ってみましょう。キャベツと違って食
感が柔らかく、水分も多いので肉のモサモサ感もあまりありません。
ロール巻き白菜の主役・白菜は、ビタミンＣや食物繊維のほか、カ
リウム、カルシウム、リンなどのミネラル成分も含んでいて、意外
に栄養豊かです。ぜひお試しください。

（管理栄養士、園田　多映子さん）

▼光と氷のオブジェ、絶好の寒日和と好天、元気な歓声でにぎわい

▼頑張れ！　バンクーバー五輪代表―夏見、石田、竹内３選手
Ａ

B

【ロール白菜カレークリーム煮】

おいしい手料理
今月から２回、牛乳を使って健康ヘルシーなレシピをご紹介
します。
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第5回ひがしかわ大写真展　町民一般部門

「ばあちゃんといっしょ。～亡き母へ～」
高橋ひろみさん撮影
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内
に

歓
声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

歓
声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　
隣
接
の
農
村
環
境
改
善

　
隣
接
の
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
は
、
協
賛
と
し

セ
ン
タ
ー
で
は
、
協
賛
と
し

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活

動
）
法
人
、
民
謡
歌
舞
団
こ

動
）
法
人
、
民
謡
歌
舞
団
こ

ぶ
し
座
（
函
館
）
の
公
演
、
東

ぶ
し
座
（
函
館
）
の
公
演
、
東

川
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
、
東
川
中

川
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
、
東
川
中

吹
奏
楽
部
、
道
立
旭
川
凌
雲
高
校
吹

吹
奏
楽
部
、
道
立
旭
川
凌
雲
高
校
吹

奏
楽
局
の
合
同
演
奏
会
も
開
か
れ
、
祭
り

奏
楽
局
の
合
同
演
奏
会
も
開
か
れ
、
祭
り

に
華
麗
な
に
ぎ
わ
い
を
添
え
ま
し
た
。

に
華
麗
な
に
ぎ
わ
い
を
添
え
ま
し
た
。

　
開
会
中
に
行
わ
れ
た
氷
彫
刻
旭
川
支
部
コ

　
開
会
中
に
行
わ
れ
た
氷
彫
刻
旭
川
支
部
コ

ン
ク
ー
ル
、
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果

ン
ク
ー
ル
、
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果

は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
。

は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
。

　
今
年
の
ま
つ
り
は
、
期
間
中
よ
く
冷
え
込

み
、
絶
好
の
冬
祭
り
日
和
。
会
場
に
向
か
う

東
町
１
丁
目
通
り
に
は
１
０
０
基
以
上
の

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
が
来
場
客
を
出

迎
え
ま
し
た
。

　
16
日
の
前
夜
祭
は
、
午
後
７

時
ご
ろ
の
気
温
は
氷
点
下
13
度

付
近
ま
で
冷
え
込
み
ま
し
た
。

　
直
前
ま
で
舞
っ
て
い
た
小

雪
は
花
火
打
ち
上
げ
時
に
は

ほ
ぼ
上
が
り
、
冬
の
夜
空
を

舞
う
花
火
の
饗
宴
は
澄
ん
だ

空
気
の
中
で
で
鮮
や
か
さ
も

ひ
と
き
わ
。
カ
ラ
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
た
会
場
は
、
町
民

参
加
の
雪
像
19
基
、
氷
像
コ
ン

ク
ー
ル
出
品
16
基
の
オ
ブ
ジ
ェ
を

光
で
美
し
く
演
出
し
ま
し
た
。
ア
イ

ス
キ
ャ
ン
ド
ル
で
導
い
た
林
の
中
の
小
道

「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
は
、
幻
想
的
な
夜
の
ム

ー
ド
満
点
に
来
場
者
を
誘
い
ま
し
た
。

　
日
曜
日
の
17
日
は
、
日
中
よ
く
晴
れ
上
が

り
、
最
高
気
温
氷
点
下
11
度
前
後
（
午
後
３

時
ご
ろ
）
の
冬
晴
れ
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
大
型
ボ
ー
ト
を
引
っ

張
っ
て
雪
原
を
疾
走
す
る
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
が
初
登
場
。
長
蛇
の
列
が
で

き
る
人
気
ぶ
り
。
氷
彫
刻
の
オ
ブ

ジ
ェ
も
美
し
く
陽
光
に
映
え
、

餅
つ
き
大
会
、
大
滑
り
台

「
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
ロ
ー
プ
」
、

ゲ
ー
ム
、
氷
の
コ
ッ
プ
作
り

コ
ー
ナ
ー
な
ど
会
場
内
に

歓
声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　
隣
接
の
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
は
、
協
賛
と
し

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活

動
）
法
人
、
民
謡
歌
舞
団
こ

ぶ
し
座
（
函
館
）
の
公
演
、
東

川
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
、
東
川
中

吹
奏
楽
部
、
道
立
旭
川
凌
雲
高
校
吹

奏
楽
局
の
合
同
演
奏
会
も
開
か
れ
、
祭
り

に
華
麗
な
に
ぎ
わ
い
を
添
え
ま
し
た
。

　
開
会
中
に
行
わ
れ
た
氷
彫
刻
旭
川
支
部
コ

ン
ク
ー
ル
、
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果

は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
。

「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
」
（
北
央
信
用
組
合
東

川
支
店
）
、
「
シ
マ
ジ
ロ
ー
」
（
㈱
北
陸
銀

行
旭
川
支
店
）
▼
努
力
賞　
「
く
ま
の
プ
ー

さ
ん
」
（
環
境
福
祉
専
門
学
校
環
境
保
全
学

科
）
、
「
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
！
」
（
ａ
ｕ
シ
ョ
ッ

プ
東
光
）
▼
特
別
賞　
「
弥
勒
菩
薩
半
跏
像
」

（
韓
国
水
原
市
短
期
留
学
生
）

　

道
内
の
冬
の
祭
典
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、１
月

　

道
内
の
冬
の
祭
典
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、１
月
1616
、1717
、1818
の
３
日
間
、羽
衣
公
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
し
て
第

の
３
日
間
、羽
衣
公
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
し
て
第
3636
回
ひ
が
し
か
わ

回
ひ
が
し
か
わ

氷
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
光
と
雪
と
氷
の
祭
典
は
期
間
中
、天
候
の
大
き
な
崩
れ
も
な
く
、に
ぎ
や
か
な
家
族
連
れ
の
歓

氷
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
光
と
雪
と
氷
の
祭
典
は
期
間
中
、天
候
の
大
き
な
崩
れ
も
な
く
、に
ぎ
や
か
な
家
族
連
れ
の
歓

声
が
響
き
ま
し
た
。

声
が
響
き
ま
し
た
。

第
36
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り

光
と
氷
の
オ
ブ
ジ
ェ
、絶
好
の
寒
日
和
と
好
天
、元
気
な
歓
声
で
に
ぎ
わ
い

第
36
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り

光
と
氷
の
オ
ブ
ジ
ェ
、絶
好
の
寒
日
和
と
好
天
、元
気
な
歓
声
で
に
ぎ
わ
い

第
36
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り

光
と
氷
の
オ
ブ
ジ
ェ
、絶
好
の
寒
日
和
と
好
天
、元
気
な
歓
声
で
に
ぎ
わ
い

▲製作中の「ポケモン」。雪像コンテスト最優秀賞を
獲得しました

▲氷彫刻コンクール優勝作品「輝」

　

道
内
の
冬
の
祭
典
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、１
月
16
、17
、18
の
３
日
間
、羽
衣
公
園
を
メ
ー
ン
会
場
に
し
て
第
36
回
ひ
が
し
か
わ

氷
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
光
と
雪
と
氷
の
祭
典
は
期
間
中
、天
候
の
大
き
な
崩
れ
も
な
く
、に
ぎ
や
か
な
家
族
連
れ
の
歓

声
が
響
き
ま
し
た
。
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成
人
式
に
晴
れ
姿
、40
人
夢
い
っ
ぱ
い

成
人
式
に
晴
れ
姿
、40
人
夢
い
っ
ぱ
い

　

１
月
13
日
、
韓
国
Ｍ
Ｂ
Ｃ

（
韓
国
文
化
放
送
）
の
イ
・

シ
ョ
ン
ヘ
オ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、
キ
ム
・
キ
ョ
ン
ホ
カ

メ
ラ
マ
ン
、
「
強
制
連
行
・

強
制
労
働
犠
牲
者
を
考
え
る

北
海
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
チ
ャ

イ
・
ホ
ン
チ
ョ
ル
共
同
代
表

の
３
人
が
朝
鮮
人
労
働
の
実

態
を
取
材
す
る
た
め
来
町
し
、

松
岡
市
郎
町
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
の
そ
の
後
を
追
跡
す
る
と
い
う

番
組
「
フ
ー
、
あ
と
」
（
1
月
28
日
に
韓
国

内
で
放
送
）
の
取
材
で
す
。

　

戦
後
町
内
で
朝
鮮
人
労
働
者
が
働
い
て
い

た
当
時
現
場
監
督
の
一
人
だ
っ
た
と
い
う
町

内
の
お
年
寄
り
（
87
）
か
ら
「
当
時
は
朝
鮮

人
の
労
働
者
が
飯
場
２
カ
所
に
１
０
０
人
ほ

ど
い
た
」
な
ど
と
当
時
の
様
子

を
聞
き
取
り
し
ま
し
た
。

　

同
問
題
に
つ
い
て
松
岡
町
長

は
「
ま
も
な
く
開
拓
１
２
０
年

を
迎
え
る
の
で
、
そ
の
時
に
町

を
振
り
返
る
歴
史
の
記
録
を
つ

く
る
つ
も
り
。
町
内
で
は
当
時
、

２
カ
所
の
水
温
上
昇
施
設
を
造

っ
た
が
、
そ
の
う
ち
１
カ
所
に

朝
鮮
の
方
が
か
か
わ
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
事
実
が
明
ら
か
に

な
れ
ば
、
事
実
を
明
記
し
た
い
。
分
か
ら
な

か
っ
た
歴
史
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
意
義
が
あ
る
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

　

一
行
の
取
材
は
そ
の
後
、
東
京
、
広
島
市

内
、
中
国
・
天
津
市
内
に
も
及
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
ッ
」
「
キ
ャ
ー
ッ
」
と
止
ま
る
た
び
に
転
ん

だ
り
悲
鳴
の
連
続
。
滑
っ
て
止
ま
る
基
本
を

覚
え
る
と
、
す
ぐ
に
器
用
に
ゲ
レ
ン
デ
を
自

在
に
滑
る
コ
ツ
を
つ
か
み
、
最
終
日
に
は
富

良
野
ス
キ
ー
場
の
本
格
コ
ー
ス
に
も
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
期
間
中
、
旭
川
市
の
旭
山
動
物

園
見
物
、
氷
ま
つ
り
会
場
で
の
雪
像
作
り
に

も
挑
戦
し
、
冬
を
満
喫
し
ま
し
た
。

約
1
カ
月
間
の
冬
講
座
に
来
町
し
た
の
は
16

歳
か
ら
19
歳
ま
で
26
人
。
日
本
語
学
習
の
合

間
を
縫
っ
て
、
７
日
間
キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー

場
で
ス
キ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

用
具
の
つ
け
方
、
ス
ロ
ー
プ
の
上
り
方
、

安
全
な
転
び
方
な
ど
、
初
歩
か
ら
学
び
ま
し

た
。
最
初
は
お
っ
か
な
び
っ
く
り
。
「
ワ
ー

　

日
本
語
の
語
学
研
修
に
訪
れ
て
い
る
韓
国

か
ら
の
短
期
研
修
生
一
行
が
、
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
場
で
初
め
て
の

ス
キ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

短
期
日
本
語
研
修
講
座
は
北
海
道
環
境
福

祉
専
門
学
校
を
会
場
に
し
て
昨
夏
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
1
月
５
日
か
ら
同
月
30
日
ま
で

　

昨
年
12
月
28
日
、
役
場
大
会
議
室
で
第
８

回
美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
の
表
彰
式
を
行
い

６
人
１
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

町
景
観
条
例
に
基
づ
い
て
表
彰
し
て
い
ま

す
。
松
岡
市
郎
町
長
は
「
写
真
写
り
の
い
い

ま
ち
づ
く
り
、
美
し
い
心
の
ま
ち
づ
く
り
、

外
か
ら
訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
楽
し
く
、
美

し
い
風
景
の
ま
ち
づ
く
り
が
ま
す
ま
す
広
が

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
受
賞
者

を
た
た
え
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
会
の
藤
田
裕
三
会
長
は
「
生
活

し
て
い
る
人
々
の
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る

町
が
良
い
町
。
こ
れ
か
ら
も
い
い
ま
ち
づ
く

り
を
発
信
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
講
評
し

ま
し
た
。

　

以
下
受
賞
者
（
団
体
）
は
次
の
通
り
（
敬

称
略
）
。

▼
住
宅
部
門　

小
林
敏
樹
（
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
）
、
伊
東
カ
ズ
ヱ
（
同
）
、
船
城
澄
子

（
同
）
、
清
水
英
男
（
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
）
、
森
定
夫
（
同
）

▼
事
業
所
部
門　

平
田
こ
う
じ
店

▼
団
体
部
門　

新
栄
北
農
事
組
合

美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
に
６
人
１
団
体

美
し
い
風
景
づ
く
り
賞
に
６
人
１
団
体

消
防
出
初
め
式
で
今
年
も
町
内
無
災
害
誓
う

消
防
出
初
め
式
で
今
年
も
町
内
無
災
害
誓
う

韓
国
の
日
本
語
研
修
生
が
キ
ト
ウ
シ
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
に
挑
戦

韓
国
の
日
本
語
研
修
生
が
キ
ト
ウ
シ
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
に
挑
戦

　

１
月
５
日
、
大
雪
消
防
組

合
東
川
消
防
団
（
金
盛
勇
松

団
長
）
の
消
防
出
初
め
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
こ
の
日
、
５
分

団
86
人
全
員
が
勢
ぞ
ろ
い
し

ま
し
た
。
第
１
分
団
庁
舎
前

で
松
岡
市
郎
町
長
か
ら
年
頭

の
観
閲
を
受
け
、
１
年
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ

の
後
庁
舎
前
の
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
約
５

０
０
メ
ー
ト
ル
を
分
列
行
進
し
て
頼
も
し
い

勇
姿
を
町
民
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
の
後
東
川
町
農
協
大
ホ
ー
ル
で
勤
続
表

彰
を
行
い
、
21
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
。

〔
東
川
町
長
表
彰
〕

　

勤
続
25
年　

向
政
博
（
第
１
分
団
長
）
▼

同
20
年　

園
田
稔
（
第
４
分
団
部
長
）
＝
ほ

か
に
大
雪
消
防
組
合
管
理
者
、
北
海
道
知
事
、

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰
＝
、
守
屋
勝　

（
第
３
分
団
班
長
）
＝
同
＝
▼
同
15
年　

山

中
伸
幸
（
第
２
分
団
班
長
）
千
葉
光
志
（
第

３
分
団
団
員
）
▼
同
10
年　

小
野
昌
紀
（
同

同
）
＝
ほ
か
に
北
海
道
知
事
、
北
海
道
消
防

協
会
長
表
彰
＝
、
麻
下
智
基
（
同
同
）
＝
同

＝
、
牧
清
隆
（
第
４
分
団
同
）
＝
同
＝
、
児

玉
晃
一
（
第
５
分
団
同
）
＝
ほ
か
に
北
海
道

消
防
協
会
長
表
彰
＝

〔
大
雪
消
防
組
合
管
理
者

表
彰
〕

　

勤
続
20
年　

秋
葉
政
幸

（
第
１
分
団
部
長
）
＝
ほ

か
に
北
海
道
消
防
協
会
長

表
彰
＝
、
鬼
塚
悟
（
第
２

分
団
同
）
＝
同
＝

〔
東
川
消
防
団
連
合
後
援

会
長
表
彰
〕

　

勤
続
５
年　

米
田
紀
興
（
第
１
分
団
団

員
）
、
長
沢
卓
哉
（
同
同
）
、
石
澤
昌
敏

（
同
同
）
、
安
原
裕
貴
（
同
同
）
、
岩
田
勇

一
郎
（
同
同
）
、
松
家
孝
志
（
第
２
分
団

同
）
、
松
下
直
幸
（
同
同
）
、
山
田
克
宏

（
第
４
分
団
同
）
、
阿
部　

（
第
５
分
団
同
）

（
札
幌
、
角
野
中
原
社
長
）
、
旭

川
開
発
建
設
部
（
本
田
幸
一
部
長
）

の
協
力
で
設
置
実
現
し
ま
し
た
。

　

コ
カ
・
コ
ー
ラ
北
海
道
社
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
営
、

保
守
管
理
を
担
当
し
、
緊
急
時
の

販
売
用
清
涼
飲
料
水
を
無
料
提
供

し
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
文
字
表
示
板
に

は
「
お
知
ら
せ
道
ね
っ
と
」
と
し

て
町
が
道
路
情
報
な

ど
を
随
時
皆
さ
ん
に

提
供
し
ま
す
。
旭
川

開
発
建
設
部
は
随
時

道
路
情
報
を
町
に
提

供
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
型
機
は
昨
年
10

月
下
旬
か
ら
役
場
１

階
ロ
ビ
ー
町
民
室
で

も
稼
動
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
19
日
、
道
の
駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草

館
に
緊
急
災
害
時
用
自
販
機
が
お
目
見
え
し

ま
し
た
。
自
販
機
の
表
側
上
部
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

文
字
表
示
装
置
が
つ
い
て
お
り
、
平
時
は
道

路
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
お
知
ら
せ
情

報
を
表
示
。
万
一
の
災
害
時
に
は
自
販
機
内

の
清
涼
飲
料
水
を
無
料
で
取
り
出
し
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
㈱

　

１
月
10
日
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
成
人
式
が
開
か
れ
ま
し

た
。
町
内
の
農
園
で
研
修
し
て
い

る
中
国
人
研
修
生
５
人
も
一
緒
に

新
成
人
の
仲
間
入
り
。
全
員
平
成

生
ま
れ
と
な
っ
た
40
人
が
出
席
し

て
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
今
年
20
歳
を
迎
え
る
の

は
昨
年
よ
り
27
人
少
な
い
92
人

（
う
ち
北
工
学
園
の
専
門
学
生
35
人
）
。
新

成
人
の
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
「
３
つ
の
『
ワ
』
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
。
１
つ
目
は
話
し
合
い
の

話
で
あ
り
、
対
話
、
会
話
の
『
話
』
。
２
つ

目
は
平
和
、
調
和
、
融
和
の
『
和
』
。
３
つ

目
は
人
の
輪
、
友
情
の
輪
、
同
期
の
輪
の

『
輪
』
。
多
く
の
人
か
ら
あ
り

が
と
う
、
と
い
わ
れ
る
仕
事
を

し
て
ほ
し
い
。
日
本
、
世
界
で

活
躍
す
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
こ
の
後
、
そ
れ
ぞ

れ
壇
上
で
自
分
の
夢
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

「
将
来
は
ネ
イ
リ
ス
ト
に
な

っ
て
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
。
30
年
後
に
は

絵
本
作
家
に
な
っ
て
い
た
い
」
「
東
川
の
農

業
を
支
え
る
大
き
な
農
家
に
な
り
た
い
」
な

ど
と
い
う
夢
に
混
じ
っ
て
「
自
分
よ
り
気
の

弱
そ
う
な
人
を
見
つ
け
て
早
く
結
婚
し
た
い
」

「
将
来
は
宇
宙
飛
行
士
に
な
り
た
い
」
な
ど

と
い
う
意
見
も
飛
び
出
し
て
い
ま
し
た
。

韓
国
Ｍ
Ｂ
Ｃ
放
送
記
者
が
朝
鮮
人
労
働
問
題
で
取
材
に
来
町

韓
国
Ｍ
Ｂ
Ｃ
放
送
記
者
が
朝
鮮
人
労
働
問
題
で
取
材
に
来
町

道
の
駅
・
道
草
館
に
災
害
用
の
飲
料
水
自
販
機
お
目
見
え

道
の
駅
・
道
草
館
に
災
害
用
の
飲
料
水
自
販
機
お
目
見
え

受賞者の方々を一人ひとり表彰（住宅部門で受賞した小林
さん＝奥さんの智賀子さん（右））
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◇

　
父
、
寿
さ
ん
（
63
）
の
後
継
者
と
し
て

農
業
を
手
伝
い
始
め
た
の
は
４
年
前
。
今

で
は
一
通
り
の
仕
事
を
経
験
し
、
自
信
も

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
３
人
兄
弟
の
末
っ
子
。
「
兄
貴
た
ち
が

農
家
を
継
が
な
か
っ
た
の
で
、
実
は
内
心

〝
ラ
ッ
キ
ー
〞
と
思
っ
た
」
そ
う
で
す
。

「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
て
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ

ば
、
経
営
を
広
げ
た
い
。
で
も
石
橋
を
た

た
く
性
格
な
の
で
な
か
な
か
踏
み
切
れ
な

い
ん
で
す
」
。

　
今
年
は
水
田
約
20
㌶
で
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

「
ほ
し
の
ゆ
め
」
「
な
な
つ
ぼ
し
」
の
水

稲
３
品
種
を
栽
培
し
ま
す
。

　
ほ
か
に
国
内
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
と
の

契
約
栽
培
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
18
棟
で

ハ
ー
ブ
６
種
類
（
チ
ャ
ー
ビ
ル
、
イ
タ
リ

ア
ン
パ
セ
リ
、
デ
ィ
ル
、
タ
イ
ム
、
セ
ー

ジ
、
マ
ー
シ
ュ
）
の
栽
培
出
荷
も
。
年
間

約
１
万
箱
（
１
箱
20
本
入
り
）
に
も
な
る

そ
う
で
す
。
出
荷
に
は
航
空
便
を
使
い
、

首
都
圏
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
直
接
出
荷
し

て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
中
国
野
菜
の
パ
ク

チ
ー
を
加
え
る
計
画
で
す
。

　
「
ハ
ー
ブ
は
ほ
か
の
野
菜
よ
り
収
穫
時

期
が
長
い
の
で
や
り
や
す
い
」
そ
う
で
す
。

　
氷
彫
刻
作
品
デ
ビ
ュ
ー
は
、
今
年
の
ひ

が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
（
１
月
16
〜
18
日
）

の
会
場
入
り
口
を
飾
っ
た
氷
彫
刻
「
動
物

王
国
」
（
篠
原
康
さ
ん
制
作
）
の
小
動
物

た
ち
。
15
体
の
う
ち
７
体
を
担
当
し
ま
し

た
。

　
氷
柱
の
塊
か
ら
形
を
削
り
出
し
、
美
し

く
仕
上
げ
る
の
は
難
し
い
も
の
。
マ
ジ
ッ

ク
イ
ン
ク
を
使
っ
て
氷
柱
に
下
書
き
し
て

か
ら
作
業
開
始
で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
と
も
な

る
と
、
下
書
き
な
し
で
直
接
削
り
始
め
る

の
で
す
が
、
そ
の
域
に
達
す
る
に
は
ま
だ

ま
だ
経
験
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

　
一
緒
に
入
会
し
た
佐
竹
国
広
さ
ん

（
32
）
と
２
人
で
、
美
し
さ
、
技
術
の
高

さ
を
競
う
氷
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
に
初
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
「
５
本
氷
は
難
し
い
」
と
試
行
錯
誤
で

挑
ん
だ
作
品
は
「
ア
フ
リ
カ
象
」
。
前
会

長
の
盛
永
幸
男
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
な
が
ら
仕
上
げ
ま
し
た
。
ゾ
ウ
の

背
中
に
ち
ょ
こ
ん
と
乗
っ
た
小
鳥
が
効
果

的
ア
ク
セ
ン
ト
。
２
人
の
成
績
結
果
は
、

出
場
者
16
人
中
、
15
位
と
16
位
で
し
た
。

　
え
っ
？　
ど
ち
ら
が
勝
っ
た
か
っ
て
？

審
査
員
の
評
価
は
ほ
ぼ
互
角
だ
っ
た
よ
う

で
す
。 今

、生
き
生
き
と

　

氷
彫
刻
の
道
内
草
分
け
、

東
川
氷
土
会
（
成
田
隆
会
長
）

に
久
々
に
期
待
の
新
人
３
人

が
入
会
し
ま
し
た
。
久
々
に

新
調
な
っ
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

は
ま
だ
し
っ
く
り
と
板
に
つ

い
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
前
で

七
つ
道
具
の
電
動
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
な
ど
を
買
い
そ
ろ
え
、

や
る
気
満
々
。
「
最
初
は
そ

ん
な
も
ん
だ
」
―
。
新
人
が

削
る
氷
作
品
作
り
の
手
元
が

気
に
な
る
と
み
え
て
、
先
輩

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
の
声
が
か

か
り
ま
す
。
心
な
し
か
会
の

活
動
も
例
年
に
な
く
活
発
に

感
じ
ら
れ
る
の
は
気
の
せ
い

で
し
ょ
う
か
。
45
年
目
を
迎

え
る
歴
史
に
新
た
な
一
コ
マ

が
加
わ
り
ま
し
た
。

2929

農
業　

高
橋　

 

満
（
た
か
は
し　

み
つ
る
）
さ
ん先

輩
が
作
品
制
作
に

や
さ
し
く
ア
ド
バ
イ
ス

早
く
も
か
わ
い
い
フ
ァ
ン
誕
生（
？
）

高橋　 満さん／農業／北町2
東川町出身、32歳。道都短期大学情報学部卒。介護福祉士、ケアマネジャー。介護老人保健施設「ひだまりの里」のスタッフとして開園時から7年間勤務。そ
の後農業後継者として実家で働き始めました。妻良子さん（33）、5歳と2歳の2人の男の子の4人家族。

たかはし　みつる

完成作品「アフリカ象」氷彫刻コンクールの作品制作風景

初の氷作品は篠原康さん作「動物天国」の
小動物づくり

後継ぎとしてトラクター運転も
今やお手のもの
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４
年
に
一
度
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
今

月
、
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
開
幕
す
る
。

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
は
東
川
町
と
の
か

か
わ
り
が
深
い
。
特
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
距
離

や
複
合
選
手
は
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

旭
岳
の
コ
ー
ス
で
練
習
を
積
ん
で
い
る
。
か

つ
て
有
名
な
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
の
荻
原
健

司
氏
ら
は
、
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
、
リ

レ
ハ
ン
メ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
複
合
団
体
で
金

メ
ダ
ル
に
輝
い
て
い
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
選
手
が
旭
岳
を
拠
点

と
し
て
練
習
し
て
い
る
と
い
う
の
は
意
外
と

知
ら
れ
て
い
な
い
。
今
大
会
で
は
、
距
離
競

技
で
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
夏
見
円
選
手
、
石
田
正

子
選
手
の
２
人
が
日
本
代
表
と
し
て
出
場
す

る
。
夏
見
選
手
は
３
回
目
、
石
田
選
手
は
２

回
目
の
出
場
。
東
川
町
で
合
宿
に
入
る
時
に

は
、
岡
本
英
男
監
督
と
と
も
に
毎
年
必
ず
役

場
に
訪
問
い
た
だ
き
「
今
日
か
ら
合
宿
で
す
」

と
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。

　

北
欧
で
は
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
競
技

の
優
勝
者
を
「
キ
ン
グ
オ
ブ
ス
キ
ー
（
ス
キ

ー
の
王
者
）
」
と
呼
び
、
最
も
尊
敬
、
注
目

さ
れ
る
と
い
う
。
荻
原
氏
は
「
キ
ン
グ
オ
ブ

ス
キ
ー
」
で
あ
っ
た
。

　

夏
見
選
手
は
、
陸
上
に
例
え
る
と
短
距
離

選
手
、
石
田
選
手
は
長
距
離
マ
ラ
ソ
ン
選
手

と
い
え
よ
う
か
。
い
つ
も
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
を
見
て
い
て
気
づ
く
こ
と
で
あ
る
が
、
ス

　
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
本
当
に
地
道
に
練
習
に

励
み
、
実
力
の
あ
る
選
手
が
注
目
さ
れ
な
い
。

荻
原
選
手
な
ど
の
活
躍
が
あ
っ
て
か
、
ス
キ

ー
の
複
合
、
距
離
競
技
に
対
す
る
関
心
が
高

く
は
な
っ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
注
目
度

が
少
な
い
。
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
に
比
べ
て
距

離
や
複
合
競
技
に
対
す
る
注
目
度
は
決
し
て

高
い
と
は
言
え
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

　

旭
岳
で
練
習
に
励
ん
で
い
る
選
手
は
、

口
々
に
「
旭
岳
の
コ
ー
ス
は
最
高
」
と
ほ
め

て
く
れ
る
。
地
元
旭
岳
温
泉
で
の
コ
ー
ス
整

備
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
評
価
さ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
大
変
う

れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

東
川
に
関
係
の
あ
る
選
手
と
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
一
人
に
竹
内
智
香
選
手
が
い
る
。

彼
女
は
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
、
ト
リ
ノ

大
会
に
続
い
て
３
回
目
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競

技
日
本
代
表
。
ご
両
親
は
旭
岳
温
泉
で
湧
駒

荘
を
経
営
し
て
い
る
。

　

い
よ
い
よ
開
幕
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
東

川
町
に
関
係
の
あ
る
「
選
手
が
い
る
話
」
と

強
力
な
「
応
援
の
輪
」
を
広
め
た
い
も
の
だ
。

前
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
カ
ー
リ
ン
グ
が

注
目
さ
れ
た
。
今
年
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ

ー
の
距
離
と
複
合
競
技
を
も
っ
と
も
っ
と
応

援
し
、
注
目
度
を
高
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
全

力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
。

加
湿
器
の
出
番
と
な
り
し
極
月
の
日
差
し
に
湯
気
が
和
し
て
ほ
ん
わ
か

九
本
の
ロ
ー
ソ
ク
一
気
に
吹
き
消
し
て
曾
孫
と
歌
ふ
吾
れ
の
誕
生
日

翔
び
立
て
ぬ
紫
陽
花
ま
ろ
く
膨
ら
ん
で
夢
の
ひ
と
つ
を
あ
た
た
め
て
ゐ
る

ゆ
と
り
な
き
生
活
な
れ
ど
も
健
や
か
に
目
覚
し
朝
深
呼
吸
す
る

物
不
足
に
耐
え
て
青
春
を
過
ぎ
来
し
て
今
飽
食
の
時
代
を
生
き
ゐ
る

お
店
屋
で
若
い
人
等
は
ど
れ
が
好
き
と
聞
い
て
送
り
ぬ
孫
の
誕
生
日

ほ
ん
の
り
と
柚
子
の
香
あ
ま
し
冬
至
風
呂
明
日
の
リ
ハ
ビ
リ
楽
し
み
に
し
て

夫
と
吾
れ
の
枝
葉
が
集
い
賑
や
か
に
健
康
第
一
と
ビ
ー
ル
で
乾
盃

身
め
ぐ
り
の
人
の
情
け
に
生
か
さ
れ
て
何
も
成
し
得
ず
傘
寿
と
な
り
ぬ

咳
く
我
を
終
始
見
守
る
宴
桜

父
母
の
忌
や
兄
弟
集
い
て
炭
火
夜
話

ふ
と
我
に
か
へ
る
頬
杖
雪
催

川
隔
て
向
こ
う
は
故
郷
や
雪
催

山
一
つ
ベ
ー
ル
か
ぶ
せ
て
雪
景
色

雪
催
い
寡
黙
な
父
も
鍋
奉
行

雪
雲
や
書
棚
の
奥
の
三
国
志

冬
ざ
れ
や
道
路
工
事
の
常
夜
灯

か
の
地
に
も
勝
る
わ
が
里
冬
景
色

く
し
や
み
聞
き
そ
っ
と
出
て
く
る
玉
子
酒

か
た
は
ら
に
ゐ
る
か
の
よ
う
に
枯
芭
蕉

雪
催
古
紙
回
収
車
通
り
過
ぐ

谷
底
に
動
か
ぬ
重
機
冬
ざ
る
る

松　

倉　

和　

子

矢　

沢　

ま
す
え

宮　

坂　

敬　

子

中　

田　

治　

子

永　

江　

栄　

子

笹　

田　

冨
士
子

嶋　

崎　

ミ　

エ

岡　

澤　

チ
ズ
子

瓜　

生　

昭　

枝

青　

野　

公　

花

杉
山　

ひ
ろ
の
り

徳　

光　

吐　

苦

杉　

山　

り　

つ

山　

口　

佐
知
子

高　

瀬　
　
　

潤

石　

澤　

清　

宏

澤　

田　

久
美
子

松　

山　

蓉　

子

三　

島　
　
　

智

秋　

山　

深　

雪

長
谷
川　

き
み
ゑ

小　

林　

露　

葉

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
距
離
と
複
合
選
手
を
応
援
し
よ
う

短　
歌

俳　
句
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つ 
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旭岳山ろくの森の巨人たち～アカエゾマツ
　北海道の森には○○マツと名前がつく木が４種類自生し
ています。最も標高の高い場所に地面をはうように生えて
いる「ハイマツ」、少し標高が下がった場所に広葉樹と混
ざって生えている「エゾマツ」、標高の低い森の中に生え
一番多く植林されている「トドマツ」、火山灰地や湿原な
ど生育環境の厳しい場所に生える「アカエゾマツ」です。
まち中に多く生えているカラマツは、残念ながらすべて植
林したもので自生しているものはありません。
　これらマツ類は、それぞれ近い種類ですが植物学上の階
級が異なります。
　ハイマツはマツ科マツ属（パイン）、エゾマツ・アカエ
ゾマツはマツ科トウヒ属（スプルース）、トドマツはマツ
科モミ属（ファー）となっています。木工をなさる方には、
かっこ内の呼び方になじみがあり、それぞれに色や木目、
樹脂の量が違うことが分かるのではないでしょうか？
　４種のマツの中で大雪山に特徴的なのはアカエゾマツで
す。北海道全域に自生していますが、自生密度が高いのは

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

大雪山、阿寒湖･屈斜路湖周辺、
根室半島周辺など、限られた地
域だけです。
生育環境の厳しい大雪山の森に
は樹齢300年以上高さ40メート
ル、直径２メートルにもなる巨
木がたくさん存在します。
　巨木には多様な生き物が関係
しています。うろこ状にはがれ
る樹皮の間にはカミキリムシ、キクイムシなどの昆虫が多
く生息し、越冬もしています。昆虫たちは力のない小鳥や
キツツキにとっての貴重な食料になっています。
　秋になる果実（松ぼっくり）はエゾリス、ホシガラスの
餌にもなっています。
　木目が均等に育ち、加工しやすく狂いの少ない材の特徴
を生かして、ピアノの鍵盤、響板（弦を張った下になる重
要な部分）、バイオリンの甲板（音を響かせる胴体）とし
ても加工利用され、人間にとっても有為な樹種です。多く
の生き物にとってたくさんの役割を持っているアカエゾマ
ツの森は、貴重な存在だということができます。
　旭岳温泉街の森はアカエゾマツの巨木に簡単に出合うこ
とができる場所です。
　威厳と風格が備わった巨木たちは他の地域では見ること
のできない東川町の誇りだと感じています。みんさんもぜ
ひ一度合いに行ってはいかがでしょうか？

自然案内人・環境教育フリーランス　鳥羽晃一

大雪山の素顔

▲

大
雪
山
中
に
り
ん
と
そ
び
え
立
つ
真
冬
の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ

旭川市旭山動物園の園長は、
財政赤字を抱える動物園を立
ち直らせるべく、日々奔走してい
た。そんな中、人間よりも昆虫が好きな青
年・吉田が新人飼育係としてやってくる。
情熱あふれる園長、ベテラン飼育係とと
もに動物園を盛り上げようと努力を続け
るが、園内で感染病が発見され、とうとう
廃園の危機が迫ってしまう。（１１２分）

「まどっておくれ　まどっておくれ
（償っておくれ、弁償しておく
れ）」。いつだって、そいつが言う
のはそればかり。悪いことやい
やなことは、全部だれかのせいにして、ど
んなに親切にされたって、ありがたいなん
て思わない。それがそいつさ、“ツェねず
み”。とうとう誰にも相手にされなくなった
ツェねずみに、ねずみ捕りが話しかけ…。

不慮の事故で片腕を失い、失
意の中フロリダの孤島でひと
り静かに暮らすエドガーは、あ
る日絵を描く衝動にとりつか
れる。自分の意思に関わりなく手が描き
出す少女と船の絵。その絵は美術シーン
に衝撃を与え、エドガーに新たな人生をも
たらした。しかし、そっと時を待っていた死
と破滅が密かに触手を伸ばし始める。

旭
山
動
物
園
物
語（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

角
川
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

悪
霊
の
島　
上・下（
一
般
書
）

著
／
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
キ
ン
グ
、刊
／
文
藝
春
秋

ツェね
ず
み（
絵
本
）

文
／
宮
沢
賢
治
、絵
／
石
井
聖
岳
、刊
／
三
起
商
行
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Nico Nico ニコールNico Nico ニコール

　

あ
な
た
は
A
型
？　

そ
れ
と

も
B
型
？　

通
訳
を
し
て
い
る

と
二
通
り
の
日
本
語
が
あ
る
、

と
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
は
「
英
語
に
な
ら
な
い

日
本
語
」
（
A
型
）
と
「
英
語

に
で
き
る
日
本
語
」
（
B
型
）

で
す
。

　

お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
A
型

の
日
本
語
を
話
す
人
は
、
人
当

た
り
が
よ
く
、
組
織
に
順
応
し

て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
。
で

も
主
語
を
省
略
し
た
日
本
語
が

多
く
、
い
ざ
通
訳
し
よ
う
と
す

る
と
、
い
ち
い
ち
真
意
を
確
か

め
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
逆

に
B
型
の
人
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
取
れ
る
人
、
海
外
で
活

躍
す
る
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
号
の
広
報
を
見

た
サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
の
先
生
が
、

サ
ッ
カ
ー
専
門
誌
を
貸
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
は

「
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
。
日
本
の
サ
ッ
カ
ー

界
に
は
論
理
的
な
言
語
技
術
の

向
上
が
急
務
だ
、
と
い
う
内
容

が
詳
し
く
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
「
日
本
人
選

手
は
自
分
で
考
え
て
判
断
が
で

き
な
い
た
め
プ
レ
ー
が
向
上
し

な
い
」
と
い
う
の
は
分
か
り
ま

す
が
、
事
態
は
も
っ
と
深
刻
で

す
。
な
ん
と
指
導
者
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
不
足
の
せ

い
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る

と
い
う
の
で
す
。

　

論
理
的
に
考
え
て
言
葉
で
表

現
で
き
な
い
日
本
人
指
導
者
は
、

海
外
か
ら
来
る
選
手
を
納
得
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の

結
果
信
頼
を
得
ら
れ
ず
辞
め
ざ

る
を
え
な
い
、
と
い
う
の
で
す
。

世
界
的
に
見
て
「
自
分
で
考
え

て
行
動
す
る
、
筋
道
立
て
て
意

見
を
説
明
す
る
」
と
い
う
国
語

教
育
を
や
っ
て
い
な
い
国
の
方

が
む
し
ろ
珍
し
い
、
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
界
で

は
、
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
者
も
選

手
も
育
た
な
い
と
い
う
危
機
感

か
ら
、
こ
の
言
語
教
育
の
必
要

性
を
文
科
省
に
長
年
働
き
か
け

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次

回
の
指
導
要
録
か
ら
国
語
教
科

に
や
っ
と
言
語
技
術
が
加
わ
る

そ
う
で
す
。
〝
な
ん
と
な
く
〞

〝
微
妙
〞
で
あ
い
ま
い
な
日
本

語
か
ら
世
界
に
通
用
す
る
日
本

語
へ
、
チ
ェ
ン
ジ
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第68回

あなたはどちら派？

【ちょっと豆知識】
植民地の歴史を持つエクアドルの公用語はスペイン語です。スペイン語はスペイン、南北アメリカ大陸、アフリカなどの20カ
国の公用語で、約３．５億人の人が話します。国連の公用語の一つでもあります。意外に多いのがアメリカ合衆国のスペイン
語人口で、約１千７００万人、これは１国分の人口だそうです。またインターネット上の使用言語としても英語、中国語に次
いで第３位。全体の９％を占めます。ちなみにエクアドルとはスペイン語で「赤道」のことです。

The enchanted islands.
The Galapagos islands lay 1000 km o! the western shore of Ecuador.  They are a 
chain of volcanic islands, that due to their location are abundant with wildlife. 
Although there are around 40 islands only 3 are inhabited.  My "rst job as a 
teacher took me to the island of Santa Cruz. I taught at an elementary school in 
the small farming town of Santa Rosa. The school is sponsored by a volunteer 
program called Galapagos ICE and therefore receives English teachers each year. 
Teaching in such a poor area was an amazing experience. The school had no 
running water or electricity, most of the classrooms didn’t even have desks. Yet, 
despite the lack of materials the students were amazing.  I learned a lot about 
appreciating what I have and working with what is given to me. I had to use a 
more creative part of my brain in order to come up with lessons that didn’t 
require any extra materials but were still entertaining. Life was not easy on the 
Galapagos but it was very rewarding.  The wildlife is incredible; I never got use to 
seeing 250 year old tortoises walk by or iguanas swimming up beside me out in 
the surf. Having the opportunity to see animals that exist no where else on the 
planet; made the long days in the classroom worthwhile. I wish I had spent more 
time on the Galapagos and hope one day to go back and explore more of 
Ecuador.
Let`s learn a few words in Spanish:

Hola オラ – Hello 
Como estas?  コモ エスタス – How are you?
Hasta pronto アスタ パロント – see you soon
Gracias グラセァス –thanks.

The enchanted islands.
The Galapagos islands lay 1000 km o! the western shore of Ecuador.  They are a 
chain of volcanic islands, that due to their location are abundant with wildlife. 
Although there are around 40 islands only 3 are inhabited.  My "rst job as a 
teacher took me to the island of Santa Cruz. I taught at an elementary school in 
the small farming town of Santa Rosa. The school is sponsored by a volunteer 
program called Galapagos ICE and therefore receives English teachers each year. 
Teaching in such a poor area was an amazing experience. The school had no 
running water or electricity, most of the classrooms didn’t even have desks. Yet, 
despite the lack of materials the students were amazing.  I learned a lot about 
appreciating what I have and working with what is given to me. I had to use a 
more creative part of my brain in order to come up with lessons that didn’t 
require any extra materials but were still entertaining. Life was not easy on the 
Galapagos but it was very rewarding.  The wildlife is incredible; I never got use to 
seeing 250 year old tortoises walk by or iguanas swimming up beside me out in 
the surf. Having the opportunity to see animals that exist no where else on the 
planet; made the long days in the classroom worthwhile. I wish I had spent more 
time on the Galapagos and hope one day to go back and explore more of 
Ecuador.
Let`s learn a few words in Spanish:

Hola オラ – Hello 
Como estas?  コモ エスタス – How are you?
Hasta pronto アスタ パロント – see you soon
Gracias グラセァス –thanks.

魅力ある島々
　ガラパゴス諸島はエクアドルの西海岸から1千キロメート
ル沖にあります。火山性の島々が連なり、その特性上野生生
物が豊かです。40ほどある島の中、人が住むのはわずか3つ
の島です。教師として最初に行ったのがサンタ・クルス島で
した。島の小さな農村、サンタ・ロサの小学校で教べんを取
りました。この学校はガラパゴスICEというボランティア団
体が支援しており、毎年英語の教師が派遣されています。非
常に貧しい地域で教えることは素晴らしい経験になりました。
学校には水道も電気もありませんし、ほとんどの教室には机
さえありません。そんなふうに物は足りないのに、生徒たち
は素晴らしいのです。私は今あるものに感謝し、また与えら
れたものでなんとかやっていく、ということを学びました。
特別な教材はいらず、それでいておもしろい授業を思いつく
ためには、より創造的に頭を使う必要がありました。ガラパ
ゴス諸島での暮らしは決して楽ではなかったけれど、値打ち
のあるものでした。野生生物も素晴らしかった。250歳にも
なるカメが歩いて通り過ぎたり、サーフィンしている私の側
にイグアナが泳いでくるのには慣れることはありませんでし
たが。この地球上、どこにもいない動物を見る機会に恵まれ
て、学校での長い一日もさらにやりがいのあるものになりま
した。ガラパゴス諸島にもっといたかったと思いますし、い
つかもっとエクアドルを探検してみたいと思います。
スペイン語を学んでみましょう。

オラ － こんにちは
コモ  エスタス － お元気ですか。
アスタ  パロント － さようなら、またね。
グラセァス － ありがとう。

（訳：宮地晶子）

Nico Nico ニコールNico Nico ニコールNo.4
カナダ・カルガリー出身でハンガリー、オーストラリア、エクアドル（サンタクルス島）など、
各国の文化に触れてきたニコールさん。独自の感性を持つ文化コラムに出あえるかも知れません。

森山　大道（プロフィール）
フリー写真家。1938（昭和13）年大阪生まれ、71歳。失敗写真の代表のようにいわれるピンぼけ、手ぶれなど、撮影上タブーといわれた写真を1960（昭和35）年
代に撮影技法として大胆に取り入れ、ストリート写真家などとして高く評価されました。1978（同53）年、40歳の時に初夏の札幌に3カ月間滞在し、そこを拠点と
して道内各地を精力的に写真取材。当時の記録はそのまま発表されずにいましたが、2007（平成19）年札幌宮の森美術館で開いた「記録／記憶」展をきっかけ
に、写真集「北海道」を発刊。その後昨年には道内各地を回って巡回展「北海道‐序章」を開催しました。今回はこの「北海道・序章」に続く新シリーズ。代表作品
は白黒作品が多い中、今作品展では今冬東川町、旭川市近郊で撮影されたばかりのデジタルカラーの最新作品をまじえ、約210数点を展示します。“Daido 
World”の魅力と核心に迫ります。
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Nico Nico ニコールNico Nico ニコール
The enchanted islands.
The Galapagos islands lay 1000 km o! the western shore of Ecuador.  They are a 
chain of volcanic islands, that due to their location are abundant with wildlife. 
Although there are around 40 islands only 3 are inhabited.  My "rst job as a 
teacher took me to the island of Santa Cruz. I taught at an elementary school in 
the small farming town of Santa Rosa. The school is sponsored by a volunteer 
program called Galapagos ICE and therefore receives English teachers each year. 
Teaching in such a poor area was an amazing experience. The school had no 
running water or electricity, most of the classrooms didn’t even have desks. Yet, 
despite the lack of materials the students were amazing.  I learned a lot about 
appreciating what I have and working with what is given to me. I had to use a 
more creative part of my brain in order to come up with lessons that didn’t 
require any extra materials but were still entertaining. Life was not easy on the 
Galapagos but it was very rewarding.  The wildlife is incredible; I never got use to 
seeing 250 year old tortoises walk by or iguanas swimming up beside me out in 
the surf. Having the opportunity to see animals that exist no where else on the 
planet; made the long days in the classroom worthwhile. I wish I had spent more 
time on the Galapagos and hope one day to go back and explore more of 
Ecuador.
Let`s learn a few words in Spanish:

Hola オラ – Hello 
Como estas?  コモ エスタス – How are you?
Hasta pronto アスタ パロント – see you soon
Gracias グラセァス –thanks.

Nico Nico ニコール

▲

写真展  
　２月19日（金）～３月29日（月）　東川町文化ギャラリー
　（入館料：町内100円、町外200円、中学生以下無料、期間中無休）▲

アーティスト・トーク
　３月14日（日）午後１時半～　東川町文化ギャラリー展示室
　（聞き手・長澤章生さん）
　入場希望者は文化ギャラリーに事前にお申し込みください
　（定員50人、無料）☎82-4700／Fax82-4704▲

森山大道・映像上映
　会期中、文化ギャラリー特設コーナーで写真家、森山大道に迫る３作品を上映
　「光と影」（2009年、60分）、「北海道」（2009年、60分）、「北海道・東川特別バージョン」

主催：東川町、東川町写真の町実行委、札幌宮の森美術館
協賛：札幌パルコ
協力：㈶森山大道写真財団、㈱六書堂
企画：CAPSS（NPO法人芸術文化支援機構）

森山　大道（プロフィール）
フリー写真家。1938（昭和13）年大阪生まれ、71歳。失敗写真の代表のようにいわれるピンぼけ、手ぶれなど、撮影上タブーといわれた写真を1960（昭和35）年
代に撮影技法として大胆に取り入れ、ストリート写真家などとして高く評価されました。1978（同53）年、40歳の時に初夏の札幌に3カ月間滞在し、そこを拠点と
して道内各地を精力的に写真取材。当時の記録はそのまま発表されずにいましたが、2007（平成19）年札幌宮の森美術館で開いた「記録／記憶」展をきっかけ
に、写真集「北海道」を発刊。その後昨年には道内各地を回って巡回展「北海道‐序章」を開催しました。今回はこの「北海道・序章」に続く新シリーズ。代表作品
は白黒作品が多い中、今作品展では今冬東川町、旭川市近郊で撮影されたばかりのデジタルカラーの最新作品をまじえ、約210数点を展示します。“Daido 
World”の魅力と核心に迫ります。
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して道内各地を精力的に写真取材。当時の記録はそのまま発表されずにいましたが、2007（平成19）年札幌宮の森美術館で開いた「記録／記憶」展をきっかけ
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World”の魅力と核心に迫ります。
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大雪地区広域連合からのお知らせ

平成20年度決算の概要平成20年度決算の概要平成20年度決算の概要

10億3,298万円
22億4,769万円
39億8,935万円
5億6,241万円
5億8,674万円

10億2,724万円
22億1,775万円
35億8,159万円

5億4万円
5億1,284万円

574万円
2,994万円

4億776万円
6,237万円
7,390万円

8億4,392万円
12億1,621万円

795人
353人

一 般 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

会計区分 歳入決算額 歳出決算額 実質収支額

介護保険料

国民健康保険料

区分

後期高齢者医療保険料

3億7,271万円
8億4,682万円

調定額

1億7,444万円

3億7,032万円
8億604万円

収入額

1億7,376万円

0
0

不納欠損額

0

239万円
4,078万円

収入未済額

68万円

99.36%
95.18%
99.61%

収納率

一世帯当たり

居宅介護サービス等給付費

施設介護サービス等給付費

区分 給付費総額 受給者数

8万8,461円
28万7,113円

一人当たり月額給付費

33億6,820万円
3,986人

84万5,008円

医療費総額

受給者数

一人当たり医療費

退職者

一般

老人

44万6,090円

62万3,349円
31万1,869円
45万6,185円

一
人
当
た
り

保険料収納状況（現年分）

介護給付費の状況

大雪地区広域連合歳入歳出決算額

国民健康保険被保険者医療費の動向 後期高齢者医療被保険者医療費の動向

　東川、美瑛、東神楽3町の公的な保険業務を担当している
大雪地区広域連合の20年度の一般会計と4特別会計の決算
が認定されました。昨年12月の第3回大雪地区広域連合議会
定例会で可決されました（決算額は四捨五入のため、実際の
額と異なる場合があります）。
【一般会計】
　大雪地区広域連合は、保険者として平成16年4月から業務
を開始しています。例年同様、派遣職員10人で業務を行い、関
係町、関係機関と協議を行いながら、住民サービスの低下を
招くことなく効率的に事務処理を進めました。
【介護保険特別会計】
　18年3月に策定した第3期介護保険事業計画（18年度から
3カ年）に計上された要介護高齢者数の現状と将来推計など
を踏まえ、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けら
れるよう円滑な事業運営と給付の実施を進めました。
　保険料は介護保険事業計画に基づき、第４段階である標
準的な年額保険料は５2,000円（月額4,333円）です。
　20年度末現在の介護給付費準備基金は15,306万円、介
護従事者処遇改善臨時特例基金は1,912万円となりました。
第4期介護保険事業計画で有効に活用します。
【国民健康保険特別会計】
　保険料は、被保険者の負担軽減と安定化、平準化を図りな
がら最少の負担で医療給付が受けられるよう料率を設定しま
した。

　住民福祉の向上と公平負担の確保という制度の基本に立
ち、3町の被保険者にかかる必要な保険給付費を見込み、健
全経営ができるよう関係町と協議を重ね、国民健康保険運営
協議会に諮問のうえ保険料を決定しました。
　療養給付費（費用額ベース）は298,148万円で40,776万円
の余剰金が出ました。医療費全体で予算額を下回ったこと、
財政調整交付金が増加したことなどによるものです。
　20年度末現在の財政調整基金は7,156万円で、今後の国
保財政安定化に向けた財源として活用します。
【老人保健特別会計】
　医療制度改革によって老人保健制度での診療は19年度ま
でとなりました。20年3月診療分の支払いと過去の診療分の
調整のため会計は存続しています。
診療月が１月のため、医療給付費（費用額ベース）は大幅に減
少し、34,993万円となっています。
【後期高齢者医療特別会計】
　20年度から老人保健制度に変わって後期高齢者医療制度
がスタートしました。
　北海道後期高齢者医療広域連合が主体となって運営して
いますが、申請や被保険者証の交付、保険料の徴収事務など
は大雪地区広域連合で行っています。
　納付された保険料、3町の被保険者にかかる医療給付費の
負担分を北海道後期高齢者医療広域連合に納付しています。
療養給付費（費用額ベース）は336,820万円になっています。
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク
■東川町役場　　　　
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■大雪消防組合東消防署
■道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税

等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。
年
末
調

整
等
の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会

保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
場
合
、
ご
家
族
分
の
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
も
、
申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
ら
か
ば
学
級
卓
球
サ
ー
ク
ル
で

す
こ
や
か
に

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
は
が
き
）
が
お
手
元
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

証
明
内
容
は
、
そ
の
年
の
１
月
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
額
と
、
そ
の
年
の
12
月

31
日
ま
で
に
見
込
ま
れ
る
納
付
見
込
み

額
で
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
新
た
に
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
は
、
前
年
の
10
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
初
め
て
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
２
月
上
旬

に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
世
帯
で
連
帯
し
て

納
付
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯

主
及
び
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
本
人

に
代
わ
っ
て
納
付
し
た
場
合
、
そ
の
納

 

住
民
福
祉
課
か
ら

お
問
い
合
わ
せ　

旭
川
社
会
保
険
事

務
所
☎
27
―
１
６
１
１
、
☎
年
金
の

こ
と
は
住
民
室
（
内
線
１
２
３
）
、
☎

福
祉
の
こ
と
は
社
会
福
祉
室
（
内
線

5
0
3
）
、
☎
健
康
の
こ
と
は
保
健
指

導
室
（
内
線
5
0
5
）

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
、
市
町
村
民
税
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が
必
要
で

す
（
納
付
見
込
み
額
を
含
む
）
。

　

社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
上
旬
、

そ
の
年
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険

2月の行事

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,815人
3,722人
4,093人
3,218戸

2人
4人

31人
11人

　
20人）
10人）
10人）
11戸）

人口・世帯数　昨年12月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

キャンモアＧＳＬ大会（前９時、キャンモアスキー場）

第23回農業委員会総会（前10時、役場）
第３回忠別ダム冬イベント（前９時半、忠別ダム）

11日
15日
20日

人のうごき　昨年12月16日～1月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

行政区
　

東町3丁目

西区

西町2丁目

ご  結  婚
若林　将輝
西田　愛
大友　義晴
髙正　麻紀
楠　　真澄
市川　可奈

｝
｝
｝

　

73歳
72歳

　
歳

　
行政区
27区
西区

届出人
加藤　敏晴
　池　孝

おくやみ
亡き人
加藤　邦子
　池　ナツヱ

　
父

章弘

直久

一人

　
母

博美

裕美

佳奈

　
行政区

西町3丁目
北町3丁目
17区

お 誕 生
生まれた子

千葉　ゆき乃

塚原　帆乃

山本　一和

  ち  ば　    　　　  の

つかはら　  ほ   の

やまもと　 かずわ

　

し
ら
か
ば
学
級
卓
球
サ
ー
ク
ル
に
入

会
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
で
も
大
丈
夫
。

平
成
18
年
度
に
結
成
し
、
現
在
62
歳
か

ら
85
歳
ま
で
約
30
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

新
人
も
多
数
加
入
し
、
活
発
な
活
動

ぶ
り
が
テ
レ
ビ
取
材
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
お
楽
し
み
会

も
あ
り
ま
す
。
体
験
入
会
も
で
き
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

対
象　

60
歳
以
上
の
町
内
在
住
の
方

活
動
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
か

　

ら
同
11
時
半

受
講
料　

年
額
１
千
円
（
し
ら
か
ば
学

　

級
受
講
料
、
教
材
費
は
別
途
）

「
栄
養
教
室
」で
食
事
か
ら
健
康
に

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
柱
に
、
改
め

て
健
康
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
、
調
理
実

習
を
し
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
、
味
付
け
な
ど
確
認
し
食

生
活
の
見
直
し
と
健
康
を
考
え
る
機
会

と
し
ま
し
ょ
う
（
希
望
者
は
食
生
活
改

善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）
。

対
象　

町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

日
時　

２
月
16
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
く
ら
い
ま
で

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

「
食
べ
て
防
ご
う
生
活
習
慣
病
」

　

高
血
圧
症
講
話
、
調
理
実
習
、
試
食

　

（
希
望
者
に
は
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

　

角
巾
（
食
材
料
一
部
１
０
０
円
自
己

　

負
担
）

平成20年度決算の概要

13 Higashikawa  2010  February



　平成22年２月１日現在で、全国一斉に“農林業の
国勢調査”といわれる「2010年世界農林業センサス」
が実施されます。
　今後の農林業政策に役立てるため５年ごとに実施
している極めて大切な調査です。農林業を営んでい

る皆さまのところに調査員が訪問し、農林業の経営
状況などの調査票記入をお願いする予定です。ご協
力をお願いします。

お問い合わせ：地域活性課☎82-2111（内線261）

「2010年世界農林業センサス」に
ご協力ください

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

パスポート申請が変わりますパスポート申請が変わります

※申請から交付まで２週間程度かかります。ご旅行の際には出発までの期間に余裕を
　もって申請しましょう。

な
ど
大
勢
上
位
入
賞
の
快
挙
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
の
は
３
人
。
中
学
生
男
子

の
部
、
個
人
・
形
の
種
目
で
中
島
拓
也

君
（
東
川
中
３
年
）
、
小
学
生
高
学
年

女
子
の
部
、
団
体
・
組
手
で
は
旭
川
Ａ

チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
た
中
島
沙
貴
さ

ん
（
東
川
小
６
年
）
、
松
尾
菜
光
（
な

お
）
さ
ん
（
東
神
楽
町
立
志
比
内
小
５

年
）
が
と
も
に
見
事
ト
ッ
プ
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
中
島
君
は
同
組
手
の
種
目

で
準
優
勝
も
果
た
し
ま
し
た
。

　

準
優
勝
は
３
人
。
高
校
生
男
子
の
部
、

個
人
・
形
で
小
池
孝
幸
君
（
道
立
旭
川

東
栄
高
１
年
）
、
小
学
生
高
学
年
、
団

体
・
組
手
で
旭
川
Ｂ
チ
ー
ム
出
場
の
宮

坂
舞
花
さ
ん
（
東
川
小
５
年
）
、
優
光

（
ゆ
み
）
さ
ん
（
東
神
楽
町
立
志
比
内

小
６
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
実
力
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　

ま
た
小
学
３
・
４
年
生
女
子
の
部
、

個
人
組
手
で
西
脇
綾
乃
さ
ん
（
東
川
小

４
年
）
、
同
高
学
年
男
子
、
団
体
・
組

手
で
旭
川
Ａ
チ
ー
ム
の
ブ
ル
ッ
ク
ス
惟

案
君
（
東
神
楽
町
立
志
比
内
小
６
年
）
、

菊
地
成
龍
君
（
東
川
小
５
年
）
の
３
人

が
そ
れ
ぞ
れ
３
位
入
賞
の
活
躍
を
見
せ

ま
し
た
。

町
内
の
雪
遊
び
の
達
人
を
紹
介
〜
パ

ン
フ「ｗａ
ｃ
ｃ
ａ
」発
行

地
域
活
性
化
・
雇
用
創
造
協
議
会

　

地
域
活
性
化
・
雇
用
創
造
協
議
会

（
藤
田
裕
三
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
町

　

円
（
小
・
中
学
生
）

お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月
８

日
午
後
５
時
ま
で
（
先
着
順
）
。
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
（
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
）
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
（
財
）
河
川
環
境
管

理
財
団
北
海
道
事
務
所
（
札
幌
）
ま

で
送
信
申
し
込
み
。
F
a
x
０
１
１

―
２
６
１
―
７
９
５
３
、
☎
０
１
１

―
２
６
１
―
７
９
５
１
（
渡
邉
さ
ん
、

谷
さ
ん
、
井
本
さ
ん
）

全
道
剛
柔
会
空
手
大
会
で
中
島
拓
也

君・沙
貴
さ
ん
兄
妹
、松
尾
菜
光
さ
ん

（
東
川
少
年
団
）が
優
勝

　

昨
年
11
月
14
、
15
の
両
日
、
登
別
市

の
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
体
育

館
で
開
か
れ
た
第
31
回
北
海
道
地
区
剛

柔
会
空
手
道
選
手
権
大
会
で
、
東
川
空

手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
、
準
優
勝

内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
す
る
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ｗ
ａ
ｃ
ｃ
ａ
（
わ
っ

か
）
」
（
Ａ
４
版
３
つ
折
り
ポ
ケ
ッ
ト

版
、
４
千
部
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

町
を
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
気

軽
に
町
内
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
、

と
〝
雪
遊
び
の
達
人
〞
を
紹
介
し
て
い

る
冬
特
集
版
。
旭
岳
、
天
人
峡
温
泉
の

ホ
テ
ル
、
旅
館
の
ほ
か
、
今
回
は
町
内

６
人
の
ネ
ー
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

雪
遊
び
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
知
っ

て
い
る
自
然
探
索
案
内
人
の
プ
ロ
で
す
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
美
し
い
銀
世

界
を
体
験
で
き
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア

ー
プ
ラ
ン
の
提
案
が
満
載
。
「
野
生
動

物
の
声
を
聞
き
に
行
こ
う
よ
」
と
雪
の

大
雪
山
、
冬
の
銀
世
界
に
い
ざ
な
っ
て

く
れ
ま
す
。

　

ひ
が
し
か
わ
道
草
館
の
ほ
か
旭
川
、

美
瑛
な
ど
旭
川
近
郊
の
道
の
駅
、
旭
川

空
港
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
見
か

け
た
ら
お
気
軽
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
東
川
町
観
光
協
会

（
☎
82
―
３
７
６
１
）
へ
。

４月から役場で受け付け、交付へ

窓 口
対 象
申 請

交 付

注 意 ！

役場１階１番窓口（住民福祉課）
原則として東川町内に住民登録のある方
月～金曜日　午前９時～午後４時半
（土、日、祝・祭日、年末年始の閉庁日を除く）
月～金曜日　午前９時～午後５時
（土、日、祝・祭日、年末年始の閉庁日を除く）
東川町に住民登録のない方は、従来どおり上川支庁、北海道の窓口で手
続きが必要です。詳しくは住民登録している各市町村にお問い合わせくだ
さい。

窓 口
対 象
申 請

交 付

注 意 ！

役場１階１番窓口（住民福祉課）
原則として東川町内に住民登録のある方
月～金曜日　午前９時～午後４時半
（土、日、祝・祭日、年末年始の閉庁日を除く）
月～金曜日　午前９時～午後５時
（土、日、祝・祭日、年末年始の閉庁日を除く）
東川町に住民登録のない方は、従来どおり上川支庁、北海道の窓口で手
続きが必要です。詳しくは住民登録している各市町村にお問い合わせくだ
さい。

※申請から交付まで２週間程度かかります。ご旅行の際には出発までの期間に余裕を
　もって申請しましょう。

パスポート申請が変わりますパスポート申請が変わります

看
護
職
）
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
２
月
15
日
（
月
）
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

採
用
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

①
保
育
者
は
原
則
と
し
て

　

幼
稚
園
教
諭
と
保
育
士
の
両
資
格
を

　

有
す
る
方
②
看
護
師
ま
た
は
保
健
師

　

資
格
を
有
す
る
方

採
用
年
月
日　

22
年
４
月
１
日

賃
金　

町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に
よ
る

勤
務
日　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の

　

週
５
日
間

勤
務
時
間　

午
前
７
時
半
か
ら
午
後
７

　

時
ま
で
７
時
間
半
（
シ
フ
ト
制
）

提
出
書
類　

履
歴
書
、
資
格
免
許
等
の

　

写
し

そ
の
他　

採
用
試
験
日
は
後
日
連
絡
し

　

ま
す

よ
ち
よ
ち
教
室
〜
お
父
さ
ん
と
遊
ぼ

う　
仕
事
で
毎
日
忙
し
い
お
父
さ
ん
、
赤

ち
ゃ
ん
と
遊
び
ま
し
ょ
う
。
お
困
り
ご

と
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
も
皆
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

対
象　

零
歳
児
の
お
子
さ
ん
、
ご
両
親

日
時　

２
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
お
も
ち
ゃ
作

　

り
＝
先
輩
お
父
さ
ん
を
囲
ん
で
交
流

　

会
も
開
き
ま
す
。

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

募
集　

10
〜
15
組
程
度
（
要
予
約
）

職
務
内
容　

学
校
施
設
管
理
、
清
掃
等

勤
務　

月
〜
金
曜
日
の
週
５
日
間
（
土
、

　

日
、祝
日
は
休
み
）、
午
前
７
時
半
〜

　

午
後
４
時
半
ま
で
の
間
の
７
時
間
半

　

（
別
に
学
校
長
が
定
め
る
日
時
あ
り
）

提
出
書
類　

履
歴
書（
市
販
の
様
式
も
可
）

▼
給
食
調
理
員

採
用　

若
干
名

資
格　

町
内
在
住
者
で
お
お
む
ね
50

歳
未
満
の
方
、
調
理
師
資
格
取
得
者

（
将
来
調
理
師
資
格
の
取
得
に
意
欲

の
あ
る
方
を
含
む
）
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
所
持
者

採
用
日　

４
月
１
日
（
木
）
（
予
定
）

賃
金　

町
臨
時
職
員
賃
金
規
定
に
よ
る

　

（
日
額
５
千
７
０
０
円
）　

勤
務　

週
５
日
間
（
月
〜
金
曜
日
、
休

　

校
日
は
除
く
）
、
月
14
日
以
内
、
午

　

前
８
時
15
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の

　

間
の
７
時
間

提
出
書
類　

履
歴
書
、
調
理
師
資
格
証

　

の
写
し
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

そ
の
他　

両
募
集
と
も
面
接
日
を
後
日

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ　

幼
児
セ

ン
タ
ー
☎
82
―
３
４
０
０
、
教
室
の
こ

と
は
☎
82
―
５
１
０
０

臨
時
職
員（
保
育
、看
護
職
）の
募
集

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
４
月
か

ら
勤
務
で
き
る
臨
時
職
員
（
保
育
及
び

男
の
料
理
教
室

　

冬
の
運
動
不
足
や
年
末
年
始
の
ご
馳

走
の
食
べ
す
ぎ
で
ズ
ボ
ン
の
ベ
ル
ト
が

き
つ
く
な
っ
て
き
た
方
、
毎
日
の
食
事

を
家
族
の
方
に
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

男
性
の
方
、
簡
単
な
料
理
を
自
分
で
作

り
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

対
象　

町
民
の
男
性
の
方

日
時　

2
月
19
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
頃

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

「
体
に
気
持
ち
い
い
料
理
」
講

　

話
、
調
理
実
習
、
試
食
（
希
望
者
に

　

は
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
食
材
料
一
部
１
０
０
円
自
己

　

負
担
）

 

企
画
総
務
課
か
ら

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
室

（
内
線
２
２
３
）

臨
時
職
員（
学
校
公
務
補
、給
食
調
理

員
）を
募
集
し
ま
す

　

臨
時
職
員
と
し
て
学
校
公
務
補
、
町

内
小
、
中
学
校
の
給
食
調
理
員
を
募
集

し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
２
月
19
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
学
校
公
務
補

採
用　

１
人

資
格　

町
内
に
居
住
し
て
い
る
方

採
用
日　

４
月
１
日
（
木
）
（
予
定
）

賃
金　

月
額
21
万
７
千
６
０
０
円

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヨ
ガ
教
室

    

体
を
動
か
し
て
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス

を
発
散
し
ま
し
ょ
う
。
心
も
体
も
ス
ッ

キ
リ
し
ま
す
。

日
時　

２
月
26
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

内
容　

ヨ
ガ

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者
の
方

講
師　

上
田
京
美
さ
ん

持
ち
物　

タ
オ
ル
（
動
き
や
す
い
服
装
）

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
、
希
望
者

　

に
託
児
室
を
用
意
し
ま
す
）

第
３
回
忠
別
ダ
ム
冬
イ
ベン
ト
の
ご

案
内

忠
別
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

「
遊
i
n
g
忠
別
」

　

忠
別
ダ
ム
冬
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

２
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時
半

　

〜
午
後
２
時
半
（
悪
天
候
時
は
翌
日

　

に
順
延
）

場
所　

忠
別
ダ
ム
堤
体
下
広
場

内
容　

雪
中
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
タ
イ
ヤ

　

チ
ュ
ー
ブ
滑
り
、
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ

　

ン
グ
、
雪
中
宝
探
し
、
雪
像
コ
ン
テ

　

ス
ト
、
雪
中
植
林
な
ど
（
昼
食
時
に

　

豚
汁
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

募
集　

１
０
０
人
（
先
着
順
、
小
学
生

　

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料　

大
人
１
千
円
、
子
供
５
０
０
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くらし
・

ネットワーク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

募集団地 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

公営住宅の入居者を募集します

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．納税証明書（平成21年1月1日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．その他必要と認める書類
６．印鑑
※下線の書類は税務課収納室に用意しています。
※3、4の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付期間

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

2月1日（月）～2月12日（金）
税務課収納室（役場庁舎1階4番窓口）
2戸

●公営住宅

入
居
資
格

そ の 他

選 考 方 法

入 居 予 定 日

敷 金

連 帯 保 証 人

お問い合わせ

入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当する場合には、
入居することはできません。

【公営住宅】公営住宅等入居者選考委員会を開催し入居者を決定します。
※選考委員会で決定されない場合は公開抽選会を開催します（開催日未定）

平成22年2月下旬
家賃の3カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方２人

税務課収納室　☎82-2111（内線122）

（1）同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
　※ただし公園団地A1については、次のいずれかの要件に該当する方は、単身での入居が可能です。
　①昭和31年4月1日以前に生まれた方
　②身体障がい等級1級から4級までの方
　③精神障がい等級1級から3級までの方、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方
　④被生活保護者、DV被害者、ハンセン病療養者など
　※身体、精神上著しい障がいがあるため居宅での生活が困難な場合は除かれます。
（2）世帯の収入金額が月額15万8千円以下
　※次のいずれかの要件に該当する場合は、基準額が21万4千円まで引き上がります。
　①昭和31年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが昭和31年4月1日以前生まれの場合、または18歳未満の方がいる場合
　②小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
　③身体障がい等級1級から4級までの方がいる場合
　④精神障がい等級1級から2級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　⑤ハンセン病療養者の方などがいる場合

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

・2LDK（65.9㎡）
・1戸（1階端）
・22,400円～
　59,400円

・平成18年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場1台

①

・3DK（50.0㎡）
・1戸（1階端）
・8,400円～
　14,400円

・昭和50年
・簡易耐火構造平屋建て
・物置無し、駐車場無し

②

西団地A4

公園団地A1

場　所

北町2丁目6番

東町2丁目15番

入居者が設置するもの
浴槽、給湯ボイラー、井戸ポンプ、灯油タンク
※浴槽、井戸ポンプ、灯油タンクについて、希
望によっては、前入居者のものを使用すること
ができます。詳細はお問い合わせください。

※家賃のほかに温水器、暖房機、調理器のリー
ス料金（月額5,565円）が別途必要です。

「青春キャッチ5・7・5」（平成20年度入選作品）
キャッチ賞「つくろうよ　みんなのえがお　守るまち」

（小学校低学年の部　山口 明日香）

第
24
回
協
会
結
成
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
開
き
ま
す

東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

日
時　

２
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時

（
開
会
式
）
、
同
８
時
45
分
主
将
会
議

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
男
女
（
中
学
生
以
上
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム
3
千
円
（
学
生
チ

　

ー
ム
2
千
円
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

２
月
12

　

日
（
金
）
ま
で
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

　

会
事
務
局
（
役
場
企
画
総
務
課
内
、

　

大
角
☎
82
―
２
１
１
１
（
内
線
２
２

　

５
）
）

そ
の
他　

試
合
方
式
、
チ
ー
ム
編
成
は

　

男
女
別
６
人
制
リ
ー
グ
戦

社
会
人
講
座
の
ご
案
内

中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

日
時　

３
月
４
日
（
木
）
、
５
日
（
金
）

場
所　

中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校
（
旭

　

川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目
）

対
象　

社
会
人
経
験
10
年
以
内
の
方

講
座　

「
若
手
の
人
間
関
係
力
講
座
」

講
師　

社
会
保
険
労
務
士
、
越
膳
恵
子

　

さ
ん

受
講
料　

２
万
３
千
１
０
０
円
（
税
込

　

み
）

お
問
い
合
わ
せ　

☎
65
―
１
２
０
０

（
担
当
、
伊
藤
さ
ん
）

　
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
の

日
本
代
表
と
し
て
出
場
す
る
夏
見
円
選
手

（
31
）
、
石
田
正
子
選
手
（
29
）
＝
と
も

に
旭
川
大
学
高
校
卒
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
＝
、

竹
内
智
香
選
手
（
26
）
＝
ク
ラ
ー
ク
記
念

国
際
高
校
卒
、
ロ
イ
ズ
＝
の
３
人
を
応
援

す
る
大
た
れ
幕
が
１
月
19
日
、
役
場
と
道

の
駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草
館
の
町
内
２
カ

所
に
登
場
し
ま
し
た
。

　
網
走
市
出
身
の
夏
見
選
手
は
３
大
会
連

続
出
場
、
網
走
管
内
美
幌
町
出
身
の
石
田

選
手
は
、
２
大
会
連
続
で
メ
ダ
ル
獲
得
に

挑
み
ま
す
。
得
意
の
ク
ラ
シ
カ
ル
走
法
ス

プ
リ
ン
ト
種
目
は
五
輪
で
初
め
て
採
用
さ

れ
た
種
目
。
メ
ダ
ル
獲
得
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
旭
川
市
出
身
の
竹
内
選
手
は
３
度
目
の

連
続
出
場
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ア
ル
ペ
ン
競

技
に
出
場
し
ま
す
。
日
本
人
離
れ
し
た
競

技
感
で
メ
ダ
ル
獲
得
に
近
い
選
手
と
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
人
は
い
ず
れ
も
町
内
に
関
係
の
あ
る

選
手
で
す
。
夏
見
、
石
田
両
選
手
は
、
例

年
旭
岳
合
宿
で
練
習
し
、
実
力
を
つ
け
て

き
ま
し
た
。
竹
内
選
手
は
ご
両
親
が
旭
岳

温
泉
で
旅
館
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
協
だ
よ
り

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

12
月
16
日
か
ら
1
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

北
町
３
丁
目　

岩
田　

智
子　

様

東
町
1
丁
目　

宮
﨑　

明
美　

様

北
町
３
丁
目　

久
田
真
佐
子　

様

　
今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

ご
案
内

　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時

半
か
ら
同
４
時
ま
で
、
社
協
相

談
室
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

２
月
18
日　

山
口
佐
知
子

役
場
正
面
に
登
場
し
た
応
援
た
れ
幕（
幅
85
㌢
㍍
、長
さ
７
㍍
）

写真の町ギャラリー展示案内
東川町文化ギャラリー
　　東町１丁目19-8　☎82-4700
　　○１月28日(木)～２月16日(火)

　・荻田泰永写真展「北極を行く」

　・丹頂写真塾・彩2010／グルー
　　プ写楽・摩周逍遥　合同写真
　　展
　・ワークショップ2009東川写真
　　塾作品展
　○２月19日（金）～３月29日（月）
　・森山大道写真展「北海道―第
　　２章／展開」

各種大会成績
【バドミントン】
第42回北海道高校新人大会旭川
地区予選会兼ゴーセン杯大会（昨年
12月19、20日・旭川市総合体育館
ほか）
▼女子シングルス２部　③鈴木ひとみ

（東川高）

◆第４５回旭川地区教職員大会（昨
年12月５日・旭川実業高校体育館）
▼男女子混合１部　⑤増田朋晃・前
佛理恵（旭川東栄高・東川養護学校）

税務課 頑
張
れ
！　
バン
ク
ー
バー
五
輪
代
表―

夏
見
、石
田
、竹
内
３
選
手

頑
張
れ
！　
バン
ク
ー
バー
五
輪
代
表―

夏
見
、石
田
、竹
内
３
選
手

頑
張
れ
！　
バン
ク
ー
バー
五
輪
代
表―

夏
見
、石
田
、竹
内
３
選
手

頑
張
れ
！　
バン
ク
ー
バー
五
輪
代
表―

夏
見
、石
田
、竹
内
３
選
手
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９
年
２
月
18
日
の
道
新
に
よ
れ

ば
、
千
歳
市
内
の
中
学
一
年
生
の

女
子
生
徒
が
昨
年
６
月
、
書
き
置

き
を
残
し
て
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
飛
び
降
り
て
意
識
不
明
の
重
体

と
な
り
、
両
親
が
い
じ
め
が
あ
っ

た
と
訴
え
て
い
る
問
題
で
、
千
歳

市
教
委
と
女
子
生
徒
が
通
っ
て
い

た
中
学
校
は
、
２
月
17
日
記
者
会

見
し
た
。
小
林
義
知
教
育
長
は

「
い
じ
め
が
あ
っ
た
と
は
判
断
で

き
な
い
」
と
の
考
え
を
あ
ら
た
め

て
示
し
た
。
教
育
長
は
「
う
ざ
い

と
い
う
言
葉
は
（
生
徒
が
）
苦
痛

に
思
え
ば
い
じ
め
と
言
え
る
」
と

し
な
が
ら
も
「
『
う
ざ
い
』
『
き

も
い
』
は
学
校
で
日
常
的
に
使
わ

れ
て
い
る
言
葉
。
そ
の
一
言
を
も

っ
て
、
い
じ
め
が
あ
っ
た
と
は
判

断
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
と
あ
り

ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
記
事
を
見
な
が
ら

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」
と
考
え
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
今
の
世
の
中
言
葉
が
乱
れ
、
使

い
方
も
ず
い
ぶ
ん
と
間
違
っ
て
い

る
、
乱
暴
な
語
句
も
氾
濫
（
は
ん

ら
ん
）
し
て
い
る
こ
と
は
万
人
の

認
め
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
右
記
の
教
育

長
の
「
う
ざ
い
」
「
き
も
い
」
の

言
葉
は
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る

の
で
い
じ
め
と
は
言
い
が
た
い
、

と
い
う
発
言
は
、
両
者
が
納
得
づ

く
で
あ
れ
ば
別
と
し
て
、
聞
く
側

の
受
け
取
り
方
が
そ
れ
を
い
じ
め

や
恐
怖
と
感
じ
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
言
葉
は
立
派
な
暴
力
で
あ
り
、

凶
器
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
言
葉
は
テ
レ
ビ
や
漫

画
か
ら
情
報
と
し
て
い
く
ら
で
も

耳
に
入
っ
て
く
る
し
、
耳
に
す
れ

ば
使
っ
て
み
た
く
も
な
り
ま
す
。

か
と
い
っ
て
、
や
み
く
も
に
使
っ

て
良
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

に
は
お
の
ず
と
取
捨
選
択
、
良
し

悪
し
の
判
断
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。

　

あ
る
時
、
デ
パ
ー
ト
で
こ
ん
な

場
面
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

顔
も
ス
タ
イ
ル
も
抜
群
の
女
性

が
男
の
子
を
連
れ
て
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
か
ら
降
り
て
５
、
６
歩
の
と

こ
ろ
で
「
て
め
え
、
ど
こ
へ
行
く

つ
も
り
だ
。
も
さ
く
さ
し
て
ね
え

で
さ
っ
さ
と
つ
い
て
来
い
‼　

こ

の
馬
鹿
た
れ
が
‼
」
と
大
声
出
し

て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
あ
る
時
道
路
を
歩
い
て
い

て
２
年
生
く
ら
い
の
男
の
子
が
２
、

３
人
学
校
帰
り
で
し
ょ
う
か
、
半

分
ふ
ざ
け
な
が
ら
…
と
、
「
て
め

え
な
ん
か
死
ん
じ
ゃ
え
」
「
…
こ

の
や
ろ
う
、
貴
様
ぶ
っ
殺
し
て
や

る
」
と
言
い
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

く
だ
ん
の
女
性
は
ム
シ
の
居
場

所
が
悪
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
し
、

男
の
子
た
ち
は
漫
画
の
ま
ね
を
し

た
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
が
、
聞
く

側
と
し
て
は
び
っ
く
り
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

特
に
ネ
ッ
ト
の
書
き
込
み
や
メ

ー
ル
で
あ
れ
ば
、
直
接
言
葉
を
か

け
ず
と
も
済
む
の
で
、
ま
す
ま
す

過
激
な
言
葉
使
い
と
な
り
、
暴
力

化
、
凶
暴
化
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
私
ど
も
の
よ
う
な
古
い
人
間

は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
投
げ
か

け
ら
れ
て
果
た
し
て
ニ
コ
ニ
コ
笑

っ
て
聞
き
流
せ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

言
葉
の
持
つ
力
、
人
々
に
与
え

る
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
い
ま
さ

ら
申
し
述
べ
る
こ
と
も
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
一
度
言
葉
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

穏
や
か
で
親
し
み
の
あ
る
言
葉
、

人
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
の
出
来
る

や
さ
し
い
言
葉
、
頑
張
れ
る
力
を

与
え
て
く
れ
る
ほ
め
言
葉
な
ど
、

わ
れ
わ
れ
に
は
ま
だ
人
々
を
や
わ

ら
か
く
包
み
込
む
言
葉
を
た
く
さ

ん
持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
か
ら

…
。

三
原　

真
琴

こ
と
ば
の
大
切
さ（
言
葉
は
凶
器
に
な
り
う
る
）

こ
と
ば
の
大
切
さ（
言
葉
は
凶
器
に
な
り
う
る
）

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

脂
肪
肝
が
増
え
て
い
る
⁉

　

肝
臓
は
、
糖
質
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質

の
三
大
栄
養
素
を
代
謝
、
貯
蔵
し
ま
す
。

代
謝
機
能
、
解
毒
作
用
、
胆
汁
の
合
成
、

血
液
凝
固
作
用
な
ど
、
体
に
重
要
な
さ
ま

ざ
ま
な
働
き
を
し
ま
す
。

　

代
謝
と
は
、
吸
収
し
た
栄
養
素
を
分
解
、

合
成
し
て
別
の
成
分
に
変
え
る
機
能
の
こ

と
。
作
り
変
え
た
物
質
は
体
内
の
状
態
に

応
じ
て
一
時
的
に
貯
蔵
さ
れ
、
血
液
中
に

送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

お
酒
の
飲
み
過
ぎ
、
食
べ
過
ぎ
が
原
因

で
肝
臓
に
中
性
脂
肪
が
過
剰
に
た
ま
っ
て

し
ま
う
と
、
「
脂
肪
肝
」
と
呼
ぶ
中
性
脂

肪
が
過
剰
に
た
ま
っ
て
し
ま
う
状
態
に
な

り
ま
す
。

　

肝
細
胞
に
脂
肪
が
付
き
過
ぎ
る
と
、
細

胞
が
膨
ら
ん
で
肝
臓
内
部
の
血
管
が
圧
迫

さ
れ
、
血
液
の
循
環
が
悪
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
っ
て
肝
機
能
が
低
下
し
、
一
時

的
に
貯
蔵
物
質
を
体
内
に
送
り
出
し
、
老

廃
物
を
ろ
過
す
る
循
環
機
能
が
働
か
な
く

な
り
、
肝
臓
の
代
謝
機
能
が
障
害
を
起
こ

し
て
し
ま
う
の
で
す
。

脂
肪
肝
解
消
に
は
、
あ
な
た
の
適
量

の
目
安
を
知
る
こ
と
が
大
事

　

肝
臓
が
ス
ム
ー
ズ
に
働
く
た
め
に
は
、

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
栄
養
素
を
過
不
足

な
く
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
自
分
に
合
っ
た
食
事
量

を
「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
」
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

食
べ
過
ぎ
で
脂
肪
肝
に
な
り
や
す
い
代

表
的
な
食
品
は
、
砂
糖
を
多
く
含
む
食
品

群
（
菓
子
類
、
清
涼
飲
料
水
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
ジ
ャ
ム
な
ど
）
、
油
脂
を
多
く

含
む
菓
子
類
（
ナ
ッ
ツ
類
、
ポ
テ
ト
チ
ッ

プ
ス
な
ど
の
ス
ナ
ッ
ク
類
）
、
動
物
性
脂

肪
（
バ
タ
ー
、
ラ
ー
ド
、
豚
肉
、
牛
肉
の

あ
ぶ
ら
身
の
多
い
部
位
、
鶏
肉
の
皮
な

ど
）
、
揚
げ
も
の
料
理
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
す
。

　

お
酒
の
飲
み
過
ぎ
も
脂
肪
肝
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
１
日
の
適
量
を
守
り
、
週
に

１
〜
２
日
の
休
肝
日
を
作
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

食
品
は
、
入
っ
て
い
る
栄
養
素
に
よ
っ

て
お
お
ま
か
に
４
つ
の
食
品
群
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

「
１
群
」
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
牛

乳
・
乳
製
品
、
卵
。
日
本
人
に
不
足
し
が

ち
な
栄
養
素
を
含
み
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
栄

養
源
で
す
。

　

「
２
群
」
は
肉
・
肉
加
工
、
魚
介
・
魚

介
加
工
品
、
豆
類
･
豆
加
工
製
品
。
筋
肉

や
血
液
を
作
る
た
ん
ぱ
く
質
源
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

「
３
群
」
は
野
菜
（
き
の
こ
、
海
藻

類
）
、
い
も
、
果
物
類
。
体
の
働
き
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
食
品
群
で
す
。

　

「
４
群
」
は
穀
類
、
油
脂
、
砂
糖
、
そ

の
他
（
種
実
類
、
菓
子
、
清
涼
飲
料
水
な

ど
）
。
力
や
体
温
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
な
り
ま
す
。

　

脂
肪
肝
を
解
消
し
、
メ
タ
ボ
な
食
生
活

か
ら
〝
サ
ヨ
ナ
ラ
〞
す
る
た
め
に
は
、
こ

の
４
群
か
ら
適
切
な
食
事
量
を
摂
取
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ご
自
分
の
適
量
を
常

に
心
が
け
、
知
り
た
い
方
は
役
場
栄
養
士

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

将
来
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、

そ
し
て
重
大
な
内
臓
疾
患
を
防
ぐ
た
め
、

ご
自
分
の
食
習
慣
を
ふ
り
返
っ
て
食
べ
過

ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
ま

め
に
体
重
測
定
を
し
た
り
、
万
歩
計
を
つ

け
て
体
を
動
か
し
、
年
１
回
は
健
康
チ
ェ

ッ
ク
の
た
め
健
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
肝
臓
は
、
異
常
が
あ
っ
て
も
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
に
な
っ
て
も
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
頑
張
っ
て
く
れ
る
の
で
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
の
肝
臓
に
異
常
が
認
め
ら
れ
る
人
が
近
年
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
多
く
は
「
脂
肪
肝
」
が
原
因
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
症
候
群
）
。
放
っ
て
お
く
と
高
血
圧
、
糖
尿
病
へ
と
症

状
が
進
み
、
肝
硬
変
、
腎
臓
病
な
ど
、
さ
ら
に
重
大
な
病
気
に
悪
化
し
か
ね
ま
せ
ん
。
知
ら
ず
知
ら
ず
に
重
症
化
す
る
内
臓
疾

患
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
毎
日
の
食
事
と
適
度
な
運
動
が
大
切
。
病
気
の
黄
信
号
〝
メ
タ
ボ
〞
な
体
を
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、
元
気

に
毎
日
を
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

子育てチャンネル子育てチャンネル
脂
肪
肝
が
増
え
て
い
る
⁉
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/
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2月 February

保健カレンダー
お問い合わせ
●住民福祉課保健指導室　☎82－2111

【2月分】
申し込み制

申し込み制

予約制

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊び体験教室＞
19日㈮「3・4歳児お店屋さんごっこ」……10:00～11:30
※新施設に引っ越しのため5日はお休みです

＜遊びの広場＞
毎週月、火、水曜日プレイルーム開放…9:00～12:00
会場
老人保健センター（手芸室）1日
農村環境改善センター（和室）　2、3日
子育て支援センター（幼児センター内）
8、9、10、15、16、17、20㈯、22、23、24日

※20日は土曜日ですが遊びの広場を開きます。ご
家族で遊びにきてくださいね。2月8日㈪、幼児セ
ンター内支援センターの新施設を開放します。ぜ
ひお越しください。

※会場は保健福祉センターです！

【3月分】

5日㈮

16日㈫
19日㈮
22日㈪
26日㈮

5日㈮

11日㈭
17日㈬
25日㈭

もぐもぐ教室
乳幼児健診
　　　　　　　　　（通知者以外は14:30～）
栄養教室
男の料理教室
子育て相談
3歳児健診

13:00～14:00
13:30～　　  

10:00～13:00
10:00～13:00

12:45～13:15

ごっくん教室
乳幼児健診
元気っ子クッキング
栄養教室
移動献血車来町

　　

＜材　料＞＜材　料＞ （１人分）（１人分）
●白菜（大２枚）…200㌘●白菜（大２枚）…200㌘
●玉ねぎ…25㌘●玉ねぎ…25㌘
●しいたけ…20㌘●しいたけ…20㌘
●豚挽き肉…40㌘●豚挽き肉…40㌘
●人参…25㌘●人参…25㌘
●バター…２㌘●バター…２㌘
●塩…0.3㌘●塩…0.3㌘
●こしょう…0.1㌘●こしょう…0.1㌘
●固形コンソメ…１㌘●固形コンソメ…１㌘
●カレー粉…1.5㌘●カレー粉…1.5㌘
●塩…0.3㌘●塩…0.3㌘
●水…50cc●水…50cc
●牛乳…40cc●牛乳…40cc

＜作り方＞作り方＞
① 白菜をゆで、ざるに広げて冷ます（ゆで時間はしん① 白菜をゆで、ざるに広げて冷ます（ゆで時間はしん
　 なりとするまで約３分間）。　 なりとするまで約３分間）。
② 玉ねぎ、しいたけをみじん切りし、人参は短冊切り② 玉ねぎ、しいたけをみじん切りし、人参は短冊切り
　 にする。　 にする。
③ 熱したフライパンにバターを溶かし、玉ねぎ、しい③ 熱したフライパンにバターを溶かし、玉ねぎ、しい
　 たけがしんなりするまで炒める（粗熱を取る）。　 たけがしんなりするまで炒める（粗熱を取る）。
④ ひき肉、③、調味料Ａをボウルに入れて混ぜ合わせ、④ ひき肉、③、調味料Ａをボウルに入れて混ぜ合わせ、
　 １人２個ずつになるように等分する。　 １人２個ずつになるように等分する。
⑤ ①の水気を取って１枚ずつ縦長に広げ、軸の白い部⑤ ①の水気を取って１枚ずつ縦長に広げ、軸の白い部
　 分に１㌢㍍程度の切れ込みを縦に入れる。広げた葉　 分に１㌢㍍程度の切れ込みを縦に入れる。広げた葉
　 の上に④をのせ、左右の葉を折り込みながら肉が出　 の上に④をのせ、左右の葉を折り込みながら肉が出
　 ないように巻き包む。　 ないように巻き包む。
⑥ 鍋に⑤を並べ、人参、調味料Ｂを加えて中火にかけ⑥ 鍋に⑤を並べ、人参、調味料Ｂを加えて中火にかけ
　 る。煮立ったらふたをし、弱火で　 る。煮立ったらふたをし、弱火で２０２０～２５２５分間煮分間煮
　 込む。　 込む。
⑦ 最後に牛乳を加えて味を調え完成。⑦ 最後に牛乳を加えて味を調え完成。

（園田　多映子さん園田　多映子さん）

【食べて健康・豆知識】【食べて健康・豆知識】
よく聞き慣れているのは「ロールキャベツ」ですね。ロール巻き用よく聞き慣れているのは「ロールキャベツ」ですね。ロール巻き用
のキャベツを白菜に替えて作ってみましょう。キャベツと違って食のキャベツを白菜に替えて作ってみましょう。キャベツと違って食
感が柔らかく、水分も多いので肉のモサモサ感もあまりありません。感が柔らかく、水分も多いので肉のモサモサ感もあまりありません。
ロール巻き白菜の主役・白菜は、ビタミンＣや食物繊維のほか、カロール巻き白菜の主役・白菜は、ビタミンＣや食物繊維のほか、カ
リウム、カルシウム、リンなどのミネラル成分も含んでいて、意外リウム、カルシウム、リンなどのミネラル成分も含んでいて、意外
に栄養豊かです。ぜひお試しください。に栄養豊かです。ぜひお試しください。

（管理栄養士（管理栄養士、園田　多映子さん）園田　多映子さん）

予約制
Ａ

B

Ａ

B

【ロール白菜カレークリーム煮】【ロール白菜カレークリーム煮】

おいしい手料理おいしい手料理
今月から２回、牛乳を使って健康ヘルシーなレシピをご紹介今月から２回、牛乳を使って健康ヘルシーなレシピをご紹介
します。します。

　

＜材　料＞ （１人分）
●白菜（大２枚）…200㌘
●玉ねぎ…25㌘
●しいたけ…20㌘
●豚挽き肉…40㌘
●人参…25㌘
●バター…２㌘
●塩…0.3㌘
●こしょう…0.1㌘
●固形コンソメ…１㌘
●カレー粉…1.5㌘
●塩…0.3㌘
●水…50cc
●牛乳…40cc

＜作り方＞
① 白菜をゆで、ざるに広げて冷ます（ゆで時間はしん
　 なりとするまで約３分間）。
② 玉ねぎ、しいたけをみじん切りし、人参は短冊切り
　 にする。
③ 熱したフライパンにバターを溶かし、玉ねぎ、しい
　 たけがしんなりするまで炒める（粗熱を取る）。
④ ひき肉、③、調味料Ａをボウルに入れて混ぜ合わせ、
　 １人２個ずつになるように等分する。
⑤ ①の水気を取って１枚ずつ縦長に広げ、軸の白い部
　 分に１㌢㍍程度の切れ込みを縦に入れる。広げた葉
　 の上に④をのせ、左右の葉を折り込みながら肉が出
　 ないように巻き包む。
⑥ 鍋に⑤を並べ、人参、調味料Ｂを加えて中火にかけ
　 る。煮立ったらふたをし、弱火で２０～２５分間煮
　 込む。
⑦ 最後に牛乳を加えて味を調え完成。

（園田　多映子さん）

【食べて健康・豆知識】
よく聞き慣れているのは「ロールキャベツ」ですね。ロール巻き用
のキャベツを白菜に替えて作ってみましょう。キャベツと違って食
感が柔らかく、水分も多いので肉のモサモサ感もあまりありません。
ロール巻き白菜の主役・白菜は、ビタミンＣや食物繊維のほか、カ
リウム、カルシウム、リンなどのミネラル成分も含んでいて、意外
に栄養豊かです。ぜひお試しください。

（管理栄養士、園田　多映子さん）

【ロール白菜カレークリーム煮】

おいしい手料理
今月から２回、牛乳を使って健康ヘルシーなレシピをご紹介
します。


